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(54)【発明の名称】 内視鏡の配管ブラッシング用カバー

(57)【要約】
【課題】内視鏡の配管内のブラッシング清掃を、周囲を
汚染することなく衛生的に行うことができる内視鏡の配
管ブラッシング用カバーを提供すること。
【解決手段】内視鏡に設けられた配管１００内に通され
る掃除用ブラシ１０のブラシ部１０ａを収容できる大き
さのキャップ状に形成されて、口元側が配管１００の開
口端１００ａを覆う状態に内視鏡に対して外部から着脱
自在であって、掃除用ブラシ１０の軸部１０ｂを軸線方
向に進退自在に通過させるための軸通過孔５４が他端側
に形成されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】内視鏡に設けられた配管内に通される掃除
用ブラシのブラシ部を収容できる大きさのキャップ状に
形成されて、口元側が上記配管の開口端を覆う状態に上
記内視鏡に対して外部から着脱自在であって、上記掃除
用ブラシの軸部を軸線方向に進退自在に通過させるため
の軸通過孔が他端側に形成されていることを特徴とする
内視鏡の配管ブラッシング用カバー。
【請求項２】上記内視鏡の配管の開口端部分に係脱自在
な係合手段が上記口元部分に設けられている請求項１記
載の内視鏡の配管ブラッシング用カバー。
【請求項３】吸引管又は送水管等を内部空間に連通する
ように接続するための接続手段が設けられている請求項
１又は２記載の内視鏡の配管ブラッシング用カバー。
【請求項４】上記軸通過孔に、そこを通過する上記掃除
用ブラシの軸部との隙間をシールするためのシール手段
が設けられている請求項３記載の内視鏡の配管ブラッシ
ング用カバー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡に設けら
れた配管内に掃除用ブラシを通して清掃する際に用いら
れる内視鏡の配管ブラッシング用カバーに関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡に設けられた配管の内部は、内視
鏡検査が終了する毎に掃除用ブラシを通してブラッシン
グ清掃するのが望ましい。
【０００３】そのようなブラッシング作業は、従来は、
可撓性の軸部の先端にブラシ部が取り付けられた掃除用
ブラシを内視鏡の配管内に開口端から単純に挿脱して行
われていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、配管内のブラ
ッシングが終わって掃除用ブラシを配管から引き出す
と、配管内の汚物が手元側に掻き出されて飛散し、周囲
の環境やオペレータの身体を汚染してしまう恐れがあ
る。
【０００５】そこで本発明は、内視鏡の配管内のブラッ
シング清掃を、周囲を汚染することなく衛生的に行うこ
とができる内視鏡の配管ブラッシング用カバーを提供す
ることを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の配管ブラッシング用カバーは、内
視鏡に設けられた配管内に通される掃除用ブラシのブラ
シ部を収容できる大きさのキャップ状に形成されて、口
元側が配管の開口端を覆う状態に内視鏡に対して外部か
ら着脱自在であって、掃除用ブラシの軸部を軸線方向に
進退自在に通過させるための軸通過孔が他端側に形成さ
れているものである。
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【０００７】なお、内視鏡の配管の開口端部分に係脱自
在な係合手段が口元部分に設けられていてもよく、吸引
管又は送水管等を内部空間に連通するように接続するた
めの接続手段が設けられていてもよい。
【０００８】また、軸通過孔に、そこを通過する掃除用
ブラシの軸部との隙間をシールするためのシール手段が
設けられていてもよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図５は、内視鏡の全体構成を示しており、１
は体内に挿入される挿入部、２は術者が保持する操作
部、３は光源装置に接続されるコネクタ部である。
【００１０】内視鏡内には、処置具を挿脱するための配
管やその他各種の配管が設けられており、内視鏡検査終
了毎には、各配管内に掃除用ブラシ１０が挿脱されてブ
ラッシング清掃が行われる。
【００１１】例えば、処置具挿通チャンネルには処置具
挿入口４又は処置具突出口５から掃除用ブラシ１０が差
し込まれ、吸引管には吸引操作弁６と吸引口金７から、
送気、送水管には送水口金８から各々掃除用ブラシ１０
が差し込まれる。
【００１２】図１は、本発明の第１の実施例のブラッシ
ング用カバー５０を使用して内視鏡の配管１００内のブ
ラッシング清掃をしている状態を示しており、掃除用ブ
ラシ１０は、内視鏡の配管１００内に通されるブラシ部
１０ａが、可撓性のある軸部１０ｂの先端に取り付けら
れた構成になっている。
【００１３】ブラッシング用カバー５０のカバー本体５
１は、例えば透明なプラスチック材等によって、掃除用
ブラシ１０のブラシ部１０ａを収容するのに充分な大き
さのキャップ状に形成されている。
【００１４】カバー本体５１の直径は、ブラシ部１０ａ
が数ミリメートルなのに対して例えば１センチメートル
程度であり、長さは、ブラシ部１０ａが１～２センチメ
ートルなのに対して例えば５～１５センチメートル程度
である。
【００１５】カバー本体５１の口元部分に形成された雌
ネジ５２は、配管１００の開口端１００ａを囲んで内視
鏡側に形成された雄ネジ部に対して係脱自在に螺合し、
配管１００の開口端１００ａを覆う状態にカバー本体５
１を取り付け及び取り外すことができる。
【００１６】そしてその状態では、図１に示されるよう
に、螺合部に隣接して配置されたシール用のＯリング５
３が押し潰されて、配管１００の開口端１００ａとカバ
ー本体５１との連結部がシールされる。
【００１７】カバー本体５１の他端側（頂部側）には、
掃除用ブラシ１０の軸部１０ｂを通過させるための軸通
過孔５４が軸線位置に貫通して形成されている。この実
施例の軸通過孔５４は、掃除用ブラシ１０のブラシ部１
０ａは通過できないが、軸部１０ｂは緩く通過できる程
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度の径に形成されている。
【００１８】このように構成されたブラッシング用カバ
ー５０は、掃除用ブラシ１０で配管１００内をブラッシ
ングする際には、予め掃除用ブラシ１０の軸部１０ｂを
軸通過孔５４に通した状態にしておき、それから、図１
に示されるように、カバー本体５１を配管１００の開口
端１００ａに取り付ける。
【００１９】その状態で、掃除用ブラシ１０のブラシ部
１０ａにより配管１００内をブラッシングし、最後にブ
ラシ部１０ａを開口端１００ａから引き出せば、配管１
００の開口端１００ａから汚物が飛び出してもカバー本
体５１の外へは飛散しないので、衛生的にブラッシング
清掃を行うことができる。なお、カバー本体５１が透明
部材によって形成されていれば、カバー本体５１内の様
子を外部から確認することができて便利である。
【００２０】ブラッシング終了後は、ブラッシング用カ
バー５０を配管１００の開口端１００ａから静かに取り
外して、掃除用ブラシ１０をブラッシング用カバー５０
から抜き出し、掃除用ブラシ１０とブラッシング用カバ
ー５０を別々に洗浄すればよい。
【００２１】図２は、本発明の第２の実施例のブラッシ
ング用カバー５０を示しており、カバー本体５１をゴム
等のように弾力性のある材料によって形成し、内視鏡の
配管１００の開口端１００ａに設けられた口金１０１に
弾力的に変形させて着脱できるようにしたものである。
その他は上述の第１の実施例と同じである。
【００２２】図３は、本発明の第３の実施例のブラッシ
ング用カバー５０を示しており、吸引チューブ６０等を
接続可能な接続口金５６をカバー本体５１の側壁に突設
したものであり、吸引チューブ６０とカバー本体５１の
内部空間とを連通させて、配管１００内から飛び出した
汚物を吸引排出することができる。
【００２３】また、この実施例においては、掃除用ブラ
シ１０の軸部１０ｂと軸通過孔５４との間の隙間から吸
引漏れが生じないように、そこにシール用のＯリング５
５が装着されている。なお、吸引チューブ６０に代えて
送水チューブを接続して、配管１００の他端側から排水
させるようにしてもよい。
【００２４】図４は、本発明の第４の実施例のブラッシ
ング用カバー５０を示しており、カバー本体５１が内視
鏡の挿入部１の先端に弾力的に密着被覆される形状寸法
に形成されており、第３の実施例と同様の接続口金５６
も設けられている。１ａは観察窓である。軸通過孔５４
は、掃除用ブラシ１０の軸部１０ｂに弾力的に密着する
単純な孔になっている。 *
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*【００２５】このように構成することにより、処置具挿
通チャンネルや送気送水チャンネル等のように内視鏡の
挿入部１の先端に口元がある配管１００内へのブラッシ
ングに本発明を適用して、衛生的にブラッシング清掃を
行うことができる。
【００２６】なお、カバー本体５１が内視鏡の挿入部１
の先端に緩く被せられ、カバー本体５１をオペレータが
手で保持するようにしてもよい。これも、本発明におけ
る「着脱自在」の範疇であり、他の配管開口端１００ａ
への被覆についても同様である。
【００２７】また、本発明の内視鏡の配管ブラッシング
用カバーを細胞診ブラシに使用すれば、細胞採取の際に
処置具挿通チャンネルから汚物等が飛散しないようにす
ることができる。
【００２８】
【発明の効果】本発明によれば、内視鏡の配管の開口端
に本発明のブラッシング用カバーを取り付けて掃除用ブ
ラシで配管内をブラッシングし、最後にブラシ部を配管
の開口端から引き出せば、開口端から飛び出した汚物は
キャップ状に形成されたブラッシング用カバー内から外
へは飛散しないので、周囲を汚染することなく衛生的に
ブラッシング清掃を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の配管ブラッシ
ング用カバーの縦断面図である。
【図２】本発明の第２の実施例の内視鏡の配管ブラッシ
ング用カバーの縦断面図である。
【図３】本発明の第３の実施例の内視鏡の配管ブラッシ
ング用カバーの縦断面図である。
【図４】本発明の第４の実施例の内視鏡の配管ブラッシ
ング用カバーの縦断面図である。
【図５】内視鏡の全体構成を示す外観図である。
【符号の説明】
１０  掃除用ブラシ
１０ａ  ブラシ部
１０ｂ  軸部
５０  ブラッシング用カバー
５１  カバー本体
５２  雌ネジ
５４  軸通過孔
５６  接続口金
６０  吸引チューブ
１００  配管
１００ａ  開口端
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